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 第７章では、キラルスメクチック C 相を示す強誘電性液晶においても、誘電体多層膜を付加することによりレーザ
ー発振が可能となることを明らかにし、電界によるレーザー発振波長の制御に成功している。 
 第８章では、コレステリック液晶の螺旋軸が基板に平行なフィンガープリント構造における光励起レーザー発振を
実現している。さらに、電界印加によるレーザー発振波長の連続的な制御に成功し、フランクの弾性理論に基づく実
験結果の解析からその原理を明らかにしている。 
 第９章では、第２章から第８章までで得られた結果を総括し、本論文の結論としている。 
 以上のように、本論文は、自己組織的に螺旋周期構造を形成するキラル液晶の特異な光学的性質を明らかにすると
ともに光励起レーザーなどの光デバイス応用の可能性を示し、自己組織化ソフトマテリアルのエレクトロニクス分野
への応用について極めて重要な展望を与えており、電気電子情報工学に寄与するところが大きい、よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。 
